
 

 

 

 

2024年５月10日 

各 位 

                          会 社 名  名 糖 産 業 株 式 会 社 

代 表 者 名  代表取締役社長 三矢 益夫 

（コード番号2207 東証プライム・名証プレミア） 

問 合 せ 先  経理部長 栗本 正直 

（ＴＥＬ.052－521－7113） 

 

通期連結業績予想の修正および個別業績予想と前期実績との差異ならびに 
減損損失（特別損失）、法人税等調整額（益）の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2024 年２月９日に公表いたしました 2024 年３月期の通期連結業績予想を下

記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。また、当社は個別業績予想を開示しておりませんが、

2024 年３月期の通期個別業績見込みと前期実績値との間に差異が生じる見込みとなりましたのでお知らせい

たします。さらに、2024 年３月期におきまして、減損損失（特別損失）、法人税等調整額（益）を計上するこ

とになりましたので、併せてお知らせいたします。 

なお、今回の業績予想の修正に伴う配当予想の修正はありません。 

 

記 

１.2024年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に 
帰属する 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 
24,300 

百万円
400

百万円
1,500

百万円 
1,100 

円 銭
65.04

今回修正予想（Ｂ） 24,392 232 1,430 △703 △41.59

増 減 額（Ｂ－Ａ） 92 △167 △69 △1,803 －

増 減 率（ ％ ） 0.4 △42.0 △4.7 － －

（ご参考）前期実績 
（20 2 3 年３月期） 

22,727 95 1,132 700 41.47

 

２.2024年３月期 通期個別業績予想と前期実績値との差異（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前 期 実 績 （ Ａ ）  
百万円 
17,381 

百万円
102

百万円
1,096

百万円 
701 

円 銭
41.52

当期業績見込み（Ｂ）  18,981 509 1,663 △18 △1.10

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,600 407 566 △720 －

増 減 率（ ％ ） 9.2 398.0 51.7 － －

 

３．修正の理由 

（連結） 

2024年３月期の通期連結業績予想につきましては、営業利益については、販売費及び一般管理費が当初の想

定よりも増加したことなどにより、前回予想を下回る見込みであります。また、親会社株主に帰属する当期純

利益につきましては、下記の通り、特別損失に固定資産の減損損失などを計上することになりましたので、前

回予想を大幅に下回る見込みであります。 



 

 

 

 

（個別） 

2024年３月期の通期個別業績見込みにつきましては、売上高の増加や商品の内容量変更・価格改定を実施し

たことにより、営業利益、経常利益ともに、前期実績値を上回る見込みでありますが、当期純利益につきまし

ては、下記の通り、特別損失に固定資産の減損損失などを計上することになりましたので、前期実績値を大幅

に下回る見込みであります。 

 

４．減損損失（特別損失）の計上について 

当社グループは、減損損失2,231百万円を特別損失に計上いたします。このうち、重要な減損損失は以下の

通りであります。 

当社グループの食品事業セグメントにおける当社の粉末飲料部門につきましては、原材料価格の高騰やエネ

ルギーコストの高止まりなどの経営環境の変化や当社小牧工場の敷地内に建設した新工場の稼働開始に伴う減

価償却費の負担増加により、営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなっていることから、減損損失の

計上の要否について検討を行いました。その結果、減損損失の認識が必要となりましたので、固定資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失1,741百万円として特別損失に計上いたします。 

また、子会社のエースベーカリーにつきましても、原材料価格の高騰やエネルギーコストの高止まりなどの

経営環境の著しい悪化に伴い収益性が低下したことから、減損損失の計上の要否について検討を行いました。

その結果、減損損失の認識が必要となりましたので、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減

少額を減損損失434百万円として特別損失に計上いたします。 

 

５．法人税等調整額（益）の計上について 

減損損失の計上に伴い、減損損失に係る将来減算一時差異等に関して、繰延税金資産の回収可能性を検討し

た結果、回収可能額が見込まれる部分について、法人税等調整額（益）411百万円を計上いたします。 

 
（注）上記予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の様々な要因により上記予想値とは異なる結果と

なることがあることをご承知おきください。 

 

以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


